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カ天文台サザランド観測所の IRSF 1.4m望遠鏡と近赤外線偏光観測装置 SIRPOLを用
いて計 3回行った（2014年 4月、2015年 2月、2016年 3月）。 
	 ほ座（Vela）に存在する Vela C分子雲は、Vela巨大分子雲複合領域の中で最も重い
分子雲領域であり、太陽系からの距離は約 2300光年である。この天体では、若い星の
存在を示す遠赤外線源や、星形成が進行している証拠である分子流が多数検出されてい
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徳光 昭夫、鈴木 善幸、長田 哲也（京都大学） 
 
最終試験結果の要旨 
 審査委員会は、申請者の公聴会でのプレゼンテーションと質疑応答、学位審査会における質疑応答
の結果から、専門領域の研究能力と専門領域とその周辺領域の学識を有していると判断する。また、
研究成果の公表においても、国内外での学会発表で十分な経験があり、既に２論文を天文学専門誌と
しても最も権威ある学術雑誌に投稿して出版できたのは評価できる。よって、本研究科の学位授与に
値すると判断し、合格とする。 
 
（システム自然科学研究科） 
